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遠隔地にいる学生達とのコラボレーション学習に
よるブロードバンドコンテンツ作成プロジェクト

BBCoach Project

北海道室蘭

新潟県上越市

東京都品川区

神奈川県横浜市港北区

静岡県清水市

世界をリードするブロードバンド時代の
学習環境ファシリテートプロジェクト

北海道の小学生と鹿児島の中学生と東京の高校生がチームを作って
ブロードバンドコンテンツを作成するプロジェクト

bboffice@bbcoach.edu-japan.net

〒 141-0031
東京都品川区西五反田8-2-10-707
03-5434-7524　FAX03-5434-7694
（有）ラウンドテーブルコム内

BBCoach Project

次世代 ICT 学習環境の提案

2004 年 05 月 01 日～
2004 年 10 月 31 日
個人参加受付

2004 年 10 月 01 日～
2003 年 12 月 31 日
チームエントリー受付

2004 年 02 月 28 日
作品提出期限

2004 年 03 月 28 日
表彰式

Web サーバー
Xoops サーバー
コーチングサーバー
ストリーミングサーバー
コミュニケーションサーバー
ビデオカメラ
講座
（ビデオ編集、絵コンテ）

学生参加コンテスト

学習コーチの配置とマッチング

10 才以上高校生までの生徒
大学生及び社会人 /コーチとして
いずれも個人参加後チーム形成

（株）野村総合研究所
〒 100-0005
東京都千代田区丸の内 1-6-5
TEL：03-5533-2111

石田晴久
（東大名誉教授、多摩美術大学教授）
茂木健一郎
（（株）ソニーコンピュータ
サイエンス研究所）
佐藤皇太郎
（Artless Art Studio）
田中章雄
（マクロメディア（株））

事務局
（株）アットマーク・ラーニング内

「遠隔地の景色や動物の動画データが
欲しいので、協力して欲しい！オリジ
ナルストーリーを映画にしたい！アニ
メーションを発表したい！オリジナル
キャラクターを動かしたい！地域の活
動を他の人に伝えたい！科学の実験デ
ータを動画で集めたい！社会に動画で
何かをうったえたい！ビデオ撮影がし
たい！友達が欲しい！」そんな子供達
の要望をかなえてる為に、企業、自治
体、教育現場、NPO等の地域の有志
の方々が共に協力できる場を創造しま
した。

BBCoach Project

インターネットの活用は既にコンピュータ教室の中だけではとどまらない勢いで子供達の目の
前にある生活のツールとして活用されています。小学生の時期からホームページを運営し、自
作キャラクターを公開し、評価受けている子供もいれば、中学生でも大手企業に負けないアク
セス数を誇るページを運営しているスーパーキッズもいます。

学校や家庭にもその環境は着実に整備され、インターネットを抜きにした生活は既に取り戻せ
ない状況でしょう。特に家庭の環境整備のスピードは目を見張るものがあり、学校の環境を凌
駕してしまっている場合も多く見られてきました。

グーテンベルク聖書が活版印刷という技術革新によって世界に普及し宗教革命の起点となった
ように、インターネット革命は情報発信という意味ではこれまでに人類が経験したことのない
ほどに安価で効率の良いツールを与えてくれました。一方で、情報受信の仕方については教育
の現場でも取り上げられてはいますが、情報発信ができること、発信の仕方を誤ると個人情報
の漏洩や、誹謗中傷などの対社会に対して悪影響を与えてしまうことに関する事は充分伝えき
れていないのではないでしょうか？また、社会との接点であるはずのツールが、仲間内だけの
コミュニケーションツールとしてしか活用されていない場合も容易に想像できます。メディア
をコミュニケーションツールとしてしっかりとコントロールして活用していくことをこれから
の子供達は学ばなければならないでしょう。

ブロードバンド環境を使いこなし、学生が作品を自由に創作、情報発信できる、Web共有型学
習環境が必要。与えられたコンテンツを個別に利用することではなく、コミュニケーションを
基本とした協同作業により新たなコンテンツを創造してく環境を整備する必要があるのではな
いか？

コミュニケーションを注進した、完全遠隔のブロードバンド学習環境でも学生は学習できるの
ではないだろうか。
そこに必要なメソッド（人的資源、システム）を確立する必要あり。

ブロードバンドコンンツをダウンロードするサービス開発から、コミュニティーに対して情報
をアップロードすることに意味を見い出すサービス開発へ。
（ダウンロード=利用料無料、アップロード=広告料有料）
ブロードバンドの利用者を増やす為のサイト運営指針として、各企業や現場の経験者からの協
力の元に叉は参加社が製作することによる動画マニュアル収集が必要。

遠隔地の友達と共同でコンテンツを作成。
いつでも、どこでも、誰でも、どんなツールでも使えるコンテンツにチャレンジ！

未来のWebクリエーターの登竜門であると同時に、
学校での新しい活動の展開や、

家族や地域の人たちとのコラボレーション活動
としても活用できる。

生徒

コミュニティサイト構築に便利なオープンソースプログラム「Xoops」を活用して
子供達が個人で参加登録。ニュース、BBS、リンク集や、各種イベントの告知を通
して、コミュニケーションを深めて行きます。自己紹介ホームページなどを活用し
て、自己PRの過程を体験しました。
趣味趣向の合う仲間集めにチャレンジした時は、思うように相手の意見を聞き出せ
ずに苦労したこともあります。チーム結成後も、なかなか作業分担まで至らず、コ
ンテンツ作成が遅れてしまったこともありました。そして今、ようやくできあがっ
た作品を一般の人にも見てもらい、審査していただくという体験を得ることができ
ました。ノミネートされたこと自体が既にご褒美です。様々な人達の応援のもとに
できあがった私たちの作品をどうかたくさんの方々に見てもらいたい、活用しても
らいたいと思います。

学習コーチ

コーチ同士の自己紹介も充分できていない状況で、生徒達からスカウトされ、い
つの間にか同じチームで活躍することになったという経緯も多かったでしょう。
生徒達とのコミュニケーションを通じて、新たな出会いが生まれ、共同作業を通じ
て友となったコーチも少なからずいるはずです。
また、遠隔でのチーム作業でこれほどコミュニケーションが難しい事であるかを実
感できたというのも正直なところでしょう。
学習コーチングとはこれほどまでに深いものであるのかと愕然としたこともあった
と思います。
それぞれが貴重な体験で、この共同作業の場は学習コーチとしても、成長していけ
る新たな学習の場であったと、表彰式では感じているに違いありません。

審査員 /プロフェッショナル・アドバイザー

チームの作品がなかなか公表されずに、やきもきされた方も多かったと思います。
プロの立場から、子供達に何かを伝えたい、そんな気持ち自体がこのプロジェクト
へ期待されたことでしょう。

事務局

通常の仕事もこなしながら、新たな付加作業を年間を通じて行ってくれました。
学生とのコミュニケーション、コーチとのコミュニケーション、審査員やアドバ
イザーとのコミュニケーション。様々な人とのつながりをネットワークセンター
のように紡いでいく、そんな事務局でした。

分析データ

サン・マイクロシステムズ（株）
　エデュケーション・リサーチ営業統括部　秋元禮
リアルネットワークス（株）　副社長　久富弘文
マクロメディア（株）　取締役 CTO　田中章雄
キヤノン（株）　電子映像事業企画部　香川秀樹

（株）NTTドコモ　法人営業部　沢井崇史
（株）野村総合研究所　企画部事業企課　広瀬安彦
NRI ラーニングネットワーク（株）
　ナレッジ・イノベーション事業部　芦田剛
アップルコンピュータ（株）　法人営業　古田正剛
（株）ネットディメンション　代表取締役　林徹
日本メディア教育（株）　代表取締役社長　大塚意生

胆振情報教育研究会（室蘭）　佐藤理
上越地域学校教育支援センター　曽田耕一
多摩美術大学　教授　石田晴久

アニメーション・情報デザイン　佐藤皇太郎
プログラマー　川原英哉

小原清香、河内道宜、内田奈津子、玉田雅己、正藤真太郎、菅原香織
神長京子、橋場剛、横山裕孝、野中恵三、石田晶子、鈴木雅巳、
荒川昭、稲本直太小林潤一郎

柳沢富夫　事務局長　（株）アットマーク・ラーニング
伊藤潤子　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング
小川聡　　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング

佐藤理　　　　　　　胆振情報教育研究会
曽田耕一　　　　　　上越地域学校教育支援センター
野口廣　　　　　　（株）建築資料研究社

応募生徒総数
58

幅広く全国から生徒が集まる。
8都道府県から遠隔で参加して
くれた。
既にインターネット世代の子
供達には地域を越えた活動へ
の参加は困難なことではなく
なっているのだろう。Web
の申込フォームに記入してク
リックするだけでそれまでに
経験したことのない学習環境
に登録される、そんなスタイ
ルが既に受け入れられている
のだ。
コミュニケーションが深まる
につれて、生徒の移動距離も
広がったことだろう。見えな
い相手に対してのコミュニケ
ーションを課せられて初めて
遠隔での共同作業の難しさを
味わえたのではないだろうか。

応募コーチ総数
15

完全ボランティア参加という
条件でもあるにもかかわらず、
有志が集まってくれた。
学習コーチを仕事としている
者もいるが、まったく初めて
の経験で参加していただいた
方もいる。
主婦、SE、企業の経営者、教
師など様々な職業にわたって
いるのも独特な集団だ。
一途に、子供達への新たな学
習の場を提供したいが為に協
力していただいた。
彼らに対するインセンティブ
はから自身が築き上げたコミ
ュニティーと、学資のすばら
しい作品だろう。
様々な地域と地域の連携も蜘
蛛の巣状に起こり、その可能
性は今後も果てしなく大きく
なることだろう。
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多摩美術大学　教授　石田晴久

アニメーション・情報デザイン　佐藤皇太郎
プログラマー　川原英哉

小原清香、河内道宜、内田奈津子、玉田雅己、正藤真太郎、菅原香織
神長京子、橋場剛、横山裕孝、野中恵三、石田晶子、鈴木雅巳、
荒川昭、稲本直太小林潤一郎

柳沢富夫　事務局長　（株）アットマーク・ラーニング
伊藤潤子　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング
小川聡　　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング

佐藤理　　　　　　　胆振情報教育研究会
曽田耕一　　　　　　上越地域学校教育支援センター
野口廣　　　　　　（株）建築資料研究社

応募生徒総数
58

幅広く全国から生徒が集まる。
8都道府県から遠隔で参加して
くれた。
既にインターネット世代の子
供達には地域を越えた活動へ
の参加は困難なことではなく
なっているのだろう。Web
の申込フォームに記入してク
リックするだけでそれまでに
経験したことのない学習環境
に登録される、そんなスタイ
ルが既に受け入れられている
のだ。
コミュニケーションが深まる
につれて、生徒の移動距離も
広がったことだろう。見えな
い相手に対してのコミュニケ
ーションを課せられて初めて
遠隔での共同作業の難しさを
味わえたのではないだろうか。

応募コーチ総数
15

完全ボランティア参加という
条件でもあるにもかかわらず、
有志が集まってくれた。
学習コーチを仕事としている
者もいるが、まったく初めて
の経験で参加していただいた
方もいる。
主婦、SE、企業の経営者、教
師など様々な職業にわたって
いるのも独特な集団だ。
一途に、子供達への新たな学
習の場を提供したいが為に協
力していただいた。
彼らに対するインセンティブ
はから自身が築き上げたコミ
ュニティーと、学資のすばら
しい作品だろう。
様々な地域と地域の連携も蜘
蛛の巣状に起こり、その可能
性は今後も果てしなく大きく
なることだろう。



http://bbcoach.edu-japan.net/

遠隔地にいる学生達とのコラボレーション学習に
よるブロードバンドコンテンツ作成プロジェクト

BBCoach Project

世界をリードするブロードバンド時代の
学習環境ファシリテートプロジェクト

北海道の小学生と鹿児島の中学生と東京の高校生がチームを作って
ブロードバンドコンテンツを作成するプロジェクト

bboffice@bbcoach.edu-japan.net

〒 141-0031
東京都品川区西五反田 8-2-10-707
03-5434-7524　FAX03-5434-7694
（有）ラウンドテーブルコム内

BBCoach Project

次世代 ICT 学習環境の提案

2004 年 05 月 01 日～
2004 年 10 月 31 日
個人参加受付

2004 年 10 月 01 日～
2003 年 12 月 31 日
チームエントリー受付

2004 年 02 月 28 日
作品提出期限

2004 年 03 月 28 日
表彰式

Web サーバー
Xoops サーバー
コーチングサーバー
ストリーミングサーバー
コミュニケーションサーバー
ビデオカメラ
講座
（ビデオ編集、絵コンテ）

学生参加コンテスト

学習コーチの配置とマッチング

10才以上高校生までの生徒
大学生及び社会人 /コーチとして
いずれも個人参加後チーム形成

（株）野村総合研究所
〒 100-0005
東京都千代田区丸の内 1-6-5
TEL：03-5533-2111

石田晴久
（東大名誉教授、多摩美術大学教授）
茂木健一郎
（（株）ソニーコンピュータ
サイエンス研究所）
佐藤皇太郎
（Artless Art Studio）
田中章雄
（マクロメディア（株））

事務局
（株）アットマーク・ラーニング内

「遠隔地の景色や動物の動画データが
欲しいので、協力して欲しい！オリジ
ナルストーリーを映画にしたい！アニ
メーションを発表したい！オリジナル
キャラクターを動かしたい！地域の活
動を他の人に伝えたい！科学の実験デ
ータを動画で集めたい！社会に動画で
何かをうったえたい！ビデオ撮影がし
たい！友達が欲しい！」そんな子供達
の要望をかなえてる為に、企業、自治
体、教育現場、NPO等の地域の有志
の方々が共に協力できる場を創造しま
した。

BBCoach Project

インターネットの活用は既にコンピュータ教室の中だけではとどまらない勢いで子供達の目の
前にある生活のツールとして活用されています。小学生の時期からホームページを運営し、自
作キャラクターを公開し、評価受けている子供もいれば、中学生でも大手企業に負けないアク
セス数を誇るページを運営しているスーパーキッズもいます。

学校や家庭にもその環境は着実に整備され、インターネットを抜きにした生活は既に取り戻せ
ない状況でしょう。特に家庭の環境整備のスピードは目を見張るものがあり、学校の環境を凌
駕してしまっている場合も多く見られてきました。

グーテンベルク聖書が活版印刷という技術革新によって世界に普及し宗教革命の起点となった
ように、インターネット革命は情報発信という意味ではこれまでに人類が経験したことのない
ほどに安価で効率の良いツールを与えてくれました。一方で、情報受信の仕方については教育
の現場でも取り上げられてはいますが、情報発信ができること、発信の仕方を誤ると個人情報
の漏洩や、誹謗中傷などの対社会に対して悪影響を与えてしまうことに関する事は充分伝えき
れていないのではないでしょうか？また、社会との接点であるはずのツールが、仲間内だけの
コミュニケーションツールとしてしか活用されていない場合も容易に想像できます。メディア
をコミュニケーションツールとしてしっかりとコントロールして活用していくことをこれから
の子供達は学ばなければならないでしょう。

ブロードバンド環境を使いこなし、学生が作品を自由に創作、情報発信できる、Web共有型学
習環境が必要。与えられたコンテンツを個別に利用することではなく、コミュニケーションを
基本とした協同作業により新たなコンテンツを創造してく環境を整備する必要があるのではな
いか？

コミュニケーションを注進した、完全遠隔のブロードバンド学習環境でも学生は学習できるの
ではないだろうか。
そこに必要なメソッド（人的資源、システム）を確立する必要あり。

ブロードバンドコンンツをダウンロードするサービス開発から、コミュニティーに対して情報
をアップロードすることに意味を見い出すサービス開発へ。
（ダウンロード=利用料無料、アップロード=広告料有料）
ブロードバンドの利用者を増やす為のサイト運営指針として、各企業や現場の経験者からの協
力の元に叉は参加社が製作することによる動画マニュアル収集が必要。

遠隔地の友達と共同でコンテンツを作成。
いつでも、どこでも、誰でも、どんなツールでも使えるコンテンツにチャレンジ！

未来のWebクリエーターの登竜門であると同時に、
学校での新しい活動の展開や、

家族や地域の人たちとのコラボレーション活動
としても活用できる。

生徒

コミュニティサイト構築に便利なオープンソースプログラム「Xoops」を活用して
子供達が個人で参加登録。ニュース、BBS、リンク集や、各種イベントの告知を通
して、コミュニケーションを深めて行きます。自己紹介ホームページなどを活用し
て、自己PRの過程を体験しました。
趣味趣向の合う仲間集めにチャレンジした時は、思うように相手の意見を聞き出せ
ずに苦労したこともあります。チーム結成後も、なかなか作業分担まで至らず、コ
ンテンツ作成が遅れてしまったこともありました。そして今、ようやくできあがっ
た作品を一般の人にも見てもらい、審査していただくという体験を得ることができ
ました。ノミネートされたこと自体が既にご褒美です。様々な人達の応援のもとに
できあがった私たちの作品をどうかたくさんの方々に見てもらいたい、活用しても
らいたいと思います。

学習コーチ

コーチ同士の自己紹介も充分できていない状況で、生徒達からスカウトされ、い
つの間にか同じチームで活躍することになったという経緯も多かったでしょう。
生徒達とのコミュニケーションを通じて、新たな出会いが生まれ、共同作業を通じ
て友となったコーチも少なからずいるはずです。
また、遠隔でのチーム作業でこれほどコミュニケーションが難しい事であるかを実
感できたというのも正直なところでしょう。
学習コーチングとはこれほどまでに深いものであるのかと愕然としたこともあった
と思います。
それぞれが貴重な体験で、この共同作業の場は学習コーチとしても、成長していけ
る新たな学習の場であったと、表彰式では感じているに違いありません。

審査員 /プロフェッショナル・アドバイザー

チームの作品がなかなか公表されずに、やきもきされた方も多かったと思います。
プロの立場から、子供達に何かを伝えたい、そんな気持ち自体がこのプロジェクト
へ期待されたことでしょう。

事務局

通常の仕事もこなしながら、新たな付加作業を年間を通じて行ってくれました。
学生とのコミュニケーション、コーチとのコミュニケーション、審査員やアドバ
イザーとのコミュニケーション。様々な人とのつながりをネットワークセンター
のように紡いでいく、そんな事務局でした。

分析データ

サン・マイクロシステムズ（株）
　エデュケーション・リサーチ営業統括部　秋元禮
リアルネットワークス（株）　副社長　久富弘文
マクロメディア（株）　取締役 CTO　田中章雄
キヤノン（株）　電子映像事業企画部　香川秀樹

（株）NTTドコモ　法人営業部　沢井崇史
（株）野村総合研究所　企画部事業企課　広瀬安彦
NRI ラーニングネットワーク（株）
　ナレッジ・イノベーション事業部　芦田剛
アップルコンピュータ（株）　法人営業　古田正剛
（株）ネットディメンション　代表取締役　林徹
日本メディア教育（株）　代表取締役社長　大塚意生

胆振情報教育研究会（室蘭）　佐藤理
上越地域学校教育支援センター　曽田耕一
多摩美術大学　教授　石田晴久

アニメーション・情報デザイン　佐藤皇太郎
プログラマー　川原英哉

小原清香、河内道宜、内田奈津子、玉田雅己、正藤真太郎、菅原香織
神長京子、橋場剛、横山裕孝、野中恵三、石田晶子、鈴木雅巳、
荒川昭、稲本直太小林潤一郎

柳沢富夫　事務局長　（株）アットマーク・ラーニング
伊藤潤子　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング
小川聡　　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング

佐藤理　　　　　　　胆振情報教育研究会
曽田耕一　　　　　　上越地域学校教育支援センター
野口廣　　　　　　（株）建築資料研究社

応募生徒総数
58

幅広く全国から生徒が集まる。
8都道府県から遠隔で参加して
くれた。
既にインターネット世代の子
供達には地域を越えた活動へ
の参加は困難なことではなく
なっているのだろう。Web
の申込フォームに記入してク
リックするだけでそれまでに
経験したことのない学習環境
に登録される、そんなスタイ
ルが既に受け入れられている
のだ。
コミュニケーションが深まる
につれて、生徒の移動距離も
広がったことだろう。見えな
い相手に対してのコミュニケ
ーションを課せられて初めて
遠隔での共同作業の難しさを
味わえたのではないだろうか。

応募コーチ総数
15

完全ボランティア参加という
条件でもあるにもかかわらず、
有志が集まってくれた。
学習コーチを仕事としている
者もいるが、まったく初めて
の経験で参加していただいた
方もいる。
主婦、SE、企業の経営者、教
師など様々な職業にわたって
いるのも独特な集団だ。
一途に、子供達への新たな学
習の場を提供したいが為に協
力していただいた。
彼らに対するインセンティブ
はから自身が築き上げたコミ
ュニティーと、学資のすばら
しい作品だろう。
様々な地域と地域の連携も蜘
蛛の巣状に起こり、その可能
性は今後も果てしなく大きく
なることだろう。
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遠隔地にいる学生達とのコラボレーション学習に
よるブロードバンドコンテンツ作成プロジェクト

BBCoach Project

世界をリードするブロードバンド時代の
学習環境ファシリテートプロジェクト

北海道の小学生と鹿児島の中学生と東京の高校生がチームを作って
ブロードバンドコンテンツを作成するプロジェクト

bboffice@bbcoach.edu-japan.net

〒 141-0031
東京都品川区西五反田 8-2-10-707
03-5434-7524　FAX03-5434-7694
（有）ラウンドテーブルコム内

BBCoach Project

次世代 ICT 学習環境の提案

2004 年 05 月 01 日～
2004 年 10 月 31 日
個人参加受付

2004 年 10 月 01 日～
2003 年 12 月 31 日
チームエントリー受付

2004 年 02 月 28 日
作品提出期限

2004 年 03 月 28 日
表彰式

Web サーバー
Xoops サーバー
コーチングサーバー
ストリーミングサーバー
コミュニケーションサーバー
ビデオカメラ
講座
（ビデオ編集、絵コンテ）

学生参加コンテスト

学習コーチの配置とマッチング

10才以上高校生までの生徒
大学生及び社会人 /コーチとして
いずれも個人参加後チーム形成

（株）野村総合研究所
〒 100-0005
東京都千代田区丸の内 1-6-5
TEL：03-5533-2111

石田晴久
（東大名誉教授、多摩美術大学教授）
茂木健一郎
（（株）ソニーコンピュータ
サイエンス研究所）
佐藤皇太郎
（Artless Art Studio）
田中章雄
（マクロメディア（株））

事務局
（株）アットマーク・ラーニング内

「遠隔地の景色や動物の動画データが
欲しいので、協力して欲しい！オリジ
ナルストーリーを映画にしたい！アニ
メーションを発表したい！オリジナル
キャラクターを動かしたい！地域の活
動を他の人に伝えたい！科学の実験デ
ータを動画で集めたい！社会に動画で
何かをうったえたい！ビデオ撮影がし
たい！友達が欲しい！」そんな子供達
の要望をかなえてる為に、企業、自治
体、教育現場、NPO等の地域の有志
の方々が共に協力できる場を創造しま
した。

BBCoach Project

インターネットの活用は既にコンピュータ教室の中だけではとどまらない勢いで子供達の目の
前にある生活のツールとして活用されています。小学生の時期からホームページを運営し、自
作キャラクターを公開し、評価受けている子供もいれば、中学生でも大手企業に負けないアク
セス数を誇るページを運営しているスーパーキッズもいます。

学校や家庭にもその環境は着実に整備され、インターネットを抜きにした生活は既に取り戻せ
ない状況でしょう。特に家庭の環境整備のスピードは目を見張るものがあり、学校の環境を凌
駕してしまっている場合も多く見られてきました。

グーテンベルク聖書が活版印刷という技術革新によって世界に普及し宗教革命の起点となった
ように、インターネット革命は情報発信という意味ではこれまでに人類が経験したことのない
ほどに安価で効率の良いツールを与えてくれました。一方で、情報受信の仕方については教育
の現場でも取り上げられてはいますが、情報発信ができること、発信の仕方を誤ると個人情報
の漏洩や、誹謗中傷などの対社会に対して悪影響を与えてしまうことに関する事は充分伝えき
れていないのではないでしょうか？また、社会との接点であるはずのツールが、仲間内だけの
コミュニケーションツールとしてしか活用されていない場合も容易に想像できます。メディア
をコミュニケーションツールとしてしっかりとコントロールして活用していくことをこれから
の子供達は学ばなければならないでしょう。

ブロードバンド環境を使いこなし、学生が作品を自由に創作、情報発信できる、Web共有型学
習環境が必要。与えられたコンテンツを個別に利用することではなく、コミュニケーションを
基本とした協同作業により新たなコンテンツを創造してく環境を整備する必要があるのではな
いか？

コミュニケーションを注進した、完全遠隔のブロードバンド学習環境でも学生は学習できるの
ではないだろうか。
そこに必要なメソッド（人的資源、システム）を確立する必要あり。

ブロードバンドコンンツをダウンロードするサービス開発から、コミュニティーに対して情報
をアップロードすることに意味を見い出すサービス開発へ。
（ダウンロード=利用料無料、アップロード=広告料有料）
ブロードバンドの利用者を増やす為のサイト運営指針として、各企業や現場の経験者からの協
力の元に叉は参加社が製作することによる動画マニュアル収集が必要。

遠隔地の友達と共同でコンテンツを作成。
いつでも、どこでも、誰でも、どんなツールでも使えるコンテンツにチャレンジ！

未来のWebクリエーターの登竜門であると同時に、
学校での新しい活動の展開や、

家族や地域の人たちとのコラボレーション活動
としても活用できる。

生徒

コミュニティサイト構築に便利なオープンソースプログラム「Xoops」を活用して
子供達が個人で参加登録。ニュース、BBS、リンク集や、各種イベントの告知を通
して、コミュニケーションを深めて行きます。自己紹介ホームページなどを活用し
て、自己PRの過程を体験しました。
趣味趣向の合う仲間集めにチャレンジした時は、思うように相手の意見を聞き出せ
ずに苦労したこともあります。チーム結成後も、なかなか作業分担まで至らず、コ
ンテンツ作成が遅れてしまったこともありました。そして今、ようやくできあがっ
た作品を一般の人にも見てもらい、審査していただくという体験を得ることができ
ました。ノミネートされたこと自体が既にご褒美です。様々な人達の応援のもとに
できあがった私たちの作品をどうかたくさんの方々に見てもらいたい、活用しても
らいたいと思います。

学習コーチ

コーチ同士の自己紹介も充分できていない状況で、生徒達からスカウトされ、い
つの間にか同じチームで活躍することになったという経緯も多かったでしょう。
生徒達とのコミュニケーションを通じて、新たな出会いが生まれ、共同作業を通じ
て友となったコーチも少なからずいるはずです。
また、遠隔でのチーム作業でこれほどコミュニケーションが難しい事であるかを実
感できたというのも正直なところでしょう。
学習コーチングとはこれほどまでに深いものであるのかと愕然としたこともあった
と思います。
それぞれが貴重な体験で、この共同作業の場は学習コーチとしても、成長していけ
る新たな学習の場であったと、表彰式では感じているに違いありません。

審査員 /プロフェッショナル・アドバイザー

チームの作品がなかなか公表されずに、やきもきされた方も多かったと思います。
プロの立場から、子供達に何かを伝えたい、そんな気持ち自体がこのプロジェクト
へ期待されたことでしょう。

事務局

通常の仕事もこなしながら、新たな付加作業を年間を通じて行ってくれました。
学生とのコミュニケーション、コーチとのコミュニケーション、審査員やアドバ
イザーとのコミュニケーション。様々な人とのつながりをネットワークセンター
のように紡いでいく、そんな事務局でした。

分析データ

サン・マイクロシステムズ（株）
　エデュケーション・リサーチ営業統括部　秋元禮
リアルネットワークス（株）　副社長　久富弘文
マクロメディア（株）　取締役 CTO　田中章雄
キヤノン（株）　電子映像事業企画部　香川秀樹

（株）NTTドコモ　法人営業部　沢井崇史
（株）野村総合研究所　企画部事業企課　広瀬安彦
NRI ラーニングネットワーク（株）
　ナレッジ・イノベーション事業部　芦田剛
アップルコンピュータ（株）　法人営業　古田正剛
（株）ネットディメンション　代表取締役　林徹
日本メディア教育（株）　代表取締役社長　大塚意生

胆振情報教育研究会（室蘭）　佐藤理
上越地域学校教育支援センター　曽田耕一
多摩美術大学　教授　石田晴久

アニメーション・情報デザイン　佐藤皇太郎
プログラマー　川原英哉

小原清香、河内道宜、内田奈津子、玉田雅己、正藤真太郎、菅原香織
神長京子、橋場剛、横山裕孝、野中恵三、石田晶子、鈴木雅巳、
荒川昭、稲本直太小林潤一郎

柳沢富夫　事務局長　（株）アットマーク・ラーニング
伊藤潤子　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング
小川聡　　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング

佐藤理　　　　　　　胆振情報教育研究会
曽田耕一　　　　　　上越地域学校教育支援センター
野口廣　　　　　　（株）建築資料研究社

応募生徒総数
58

幅広く全国から生徒が集まる。
8都道府県から遠隔で参加して
くれた。
既にインターネット世代の子
供達には地域を越えた活動へ
の参加は困難なことではなく
なっているのだろう。Web
の申込フォームに記入してク
リックするだけでそれまでに
経験したことのない学習環境
に登録される、そんなスタイ
ルが既に受け入れられている
のだ。
コミュニケーションが深まる
につれて、生徒の移動距離も
広がったことだろう。見えな
い相手に対してのコミュニケ
ーションを課せられて初めて
遠隔での共同作業の難しさを
味わえたのではないだろうか。

応募コーチ総数
15

完全ボランティア参加という
条件でもあるにもかかわらず、
有志が集まってくれた。
学習コーチを仕事としている
者もいるが、まったく初めて
の経験で参加していただいた
方もいる。
主婦、SE、企業の経営者、教
師など様々な職業にわたって
いるのも独特な集団だ。
一途に、子供達への新たな学
習の場を提供したいが為に協
力していただいた。
彼らに対するインセンティブ
はから自身が築き上げたコミ
ュニティーと、学資のすばら
しい作品だろう。
様々な地域と地域の連携も蜘
蛛の巣状に起こり、その可能
性は今後も果てしなく大きく
なることだろう。
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遠隔地にいる学生達とのコラボレーション学習に
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BBCoach Project

世界をリードするブロードバンド時代の
学習環境ファシリテートプロジェクト

北海道の小学生と鹿児島の中学生と東京の高校生がチームを作って
ブロードバンドコンテンツを作成するプロジェクト

bboffice@bbcoach.edu-japan.net

〒 141-0031
東京都品川区西五反田 8-2-10-707
03-5434-7524　FAX03-5434-7694
（有）ラウンドテーブルコム内

BBCoach Project

次世代 ICT 学習環境の提案

2004 年 05 月 01 日～
2004 年 10 月 31 日
個人参加受付

2004 年 10 月 01 日～
2003 年 12 月 31 日
チームエントリー受付

2004 年 02 月 28 日
作品提出期限

2004 年 03 月 28 日
表彰式

Web サーバー
Xoops サーバー
コーチングサーバー
ストリーミングサーバー
コミュニケーションサーバー
ビデオカメラ
講座
（ビデオ編集、絵コンテ）

学生参加コンテスト

学習コーチの配置とマッチング

10才以上高校生までの生徒
大学生及び社会人 /コーチとして
いずれも個人参加後チーム形成

（株）野村総合研究所
〒 100-0005
東京都千代田区丸の内 1-6-5
TEL：03-5533-2111

石田晴久
（東大名誉教授、多摩美術大学教授）
茂木健一郎
（（株）ソニーコンピュータ
サイエンス研究所）
佐藤皇太郎
（Artless Art Studio）
田中章雄
（マクロメディア（株））

事務局
（株）アットマーク・ラーニング内

「遠隔地の景色や動物の動画データが
欲しいので、協力して欲しい！オリジ
ナルストーリーを映画にしたい！アニ
メーションを発表したい！オリジナル
キャラクターを動かしたい！地域の活
動を他の人に伝えたい！科学の実験デ
ータを動画で集めたい！社会に動画で
何かをうったえたい！ビデオ撮影がし
たい！友達が欲しい！」そんな子供達
の要望をかなえてる為に、企業、自治
体、教育現場、NPO等の地域の有志
の方々が共に協力できる場を創造しま
した。

BBCoach Project

インターネットの活用は既にコンピュータ教室の中だけではとどまらない勢いで子供達の目の
前にある生活のツールとして活用されています。小学生の時期からホームページを運営し、自
作キャラクターを公開し、評価受けている子供もいれば、中学生でも大手企業に負けないアク
セス数を誇るページを運営しているスーパーキッズもいます。

学校や家庭にもその環境は着実に整備され、インターネットを抜きにした生活は既に取り戻せ
ない状況でしょう。特に家庭の環境整備のスピードは目を見張るものがあり、学校の環境を凌
駕してしまっている場合も多く見られてきました。

グーテンベルク聖書が活版印刷という技術革新によって世界に普及し宗教革命の起点となった
ように、インターネット革命は情報発信という意味ではこれまでに人類が経験したことのない
ほどに安価で効率の良いツールを与えてくれました。一方で、情報受信の仕方については教育
の現場でも取り上げられてはいますが、情報発信ができること、発信の仕方を誤ると個人情報
の漏洩や、誹謗中傷などの対社会に対して悪影響を与えてしまうことに関する事は充分伝えき
れていないのではないでしょうか？また、社会との接点であるはずのツールが、仲間内だけの
コミュニケーションツールとしてしか活用されていない場合も容易に想像できます。メディア
をコミュニケーションツールとしてしっかりとコントロールして活用していくことをこれから
の子供達は学ばなければならないでしょう。

ブロードバンド環境を使いこなし、学生が作品を自由に創作、情報発信できる、Web共有型学
習環境が必要。与えられたコンテンツを個別に利用することではなく、コミュニケーションを
基本とした協同作業により新たなコンテンツを創造してく環境を整備する必要があるのではな
いか？

コミュニケーションを注進した、完全遠隔のブロードバンド学習環境でも学生は学習できるの
ではないだろうか。
そこに必要なメソッド（人的資源、システム）を確立する必要あり。

ブロードバンドコンンツをダウンロードするサービス開発から、コミュニティーに対して情報
をアップロードすることに意味を見い出すサービス開発へ。
（ダウンロード=利用料無料、アップロード=広告料有料）
ブロードバンドの利用者を増やす為のサイト運営指針として、各企業や現場の経験者からの協
力の元に叉は参加社が製作することによる動画マニュアル収集が必要。

遠隔地の友達と共同でコンテンツを作成。
いつでも、どこでも、誰でも、どんなツールでも使えるコンテンツにチャレンジ！

未来のWebクリエーターの登竜門であると同時に、
学校での新しい活動の展開や、

家族や地域の人たちとのコラボレーション活動
としても活用できる。

生徒

コミュニティサイト構築に便利なオープンソースプログラム「Xoops」を活用して
子供達が個人で参加登録。ニュース、BBS、リンク集や、各種イベントの告知を通
して、コミュニケーションを深めて行きます。自己紹介ホームページなどを活用し
て、自己 PR の過程を体験しました。
趣味趣向の合う仲間集めにチャレンジした時は、思うように相手の意見を聞き出せ
ずに苦労したこともあります。チーム結成後も、なかなか作業分担まで至らず、コ
ンテンツ作成が遅れてしまったこともありました。そして今、ようやくできあがっ
た作品を一般の人にも見てもらい、審査していただくという体験を得ることができ
ました。ノミネートされたこと自体が既にご褒美です。様々な人達の応援のもとに
できあがった私たちの作品をどうかたくさんの方々に見てもらいたい、活用しても
らいたいと思います。

学習コーチ

コーチ同士の自己紹介も充分できていない状況で、生徒達からスカウトされ、い
つの間にか同じチームで活躍することになったという経緯も多かったでしょう。
生徒達とのコミュニケーションを通じて、新たな出会いが生まれ、共同作業を通じ
て友となったコーチも少なからずいるはずです。
また、遠隔でのチーム作業でこれほどコミュニケーションが難しい事であるかを実
感できたというのも正直なところでしょう。
学習コーチングとはこれほどまでに深いものであるのかと愕然としたこともあった
と思います。
それぞれが貴重な体験で、この共同作業の場は学習コーチとしても、成長していけ
る新たな学習の場であったと、表彰式では感じているに違いありません。

審査員 /プロフェッショナル・アドバイザー

チームの作品がなかなか公表されずに、やきもきされた方も多かったと思います。
プロの立場から、子供達に何かを伝えたい、そんな気持ち自体がこのプロジェクト
へ期待されたことでしょう。

事務局

通常の仕事もこなしながら、新たな付加作業を年間を通じて行ってくれました。
学生とのコミュニケーション、コーチとのコミュニケーション、審査員やアドバ
イザーとのコミュニケーション。様々な人とのつながりをネットワークセンター
のように紡いでいく、そんな事務局でした。

分析データ

サン・マイクロシステムズ（株）
　エデュケーション・リサーチ営業統括部　秋元禮
リアルネットワークス（株）　副社長　久富弘文
マクロメディア（株）　取締役 CTO　田中章雄
キヤノン（株）　電子映像事業企画部　香川秀樹

（株）NTTドコモ　法人営業部　沢井崇史
（株）野村総合研究所　企画部事業企課　広瀬安彦
NRI ラーニングネットワーク（株）
　ナレッジ・イノベーション事業部　芦田剛
アップルコンピュータ（株）　法人営業　古田正剛
（株）ネットディメンション　代表取締役　林徹
日本メディア教育（株）　代表取締役社長　大塚意生

胆振情報教育研究会（室蘭）　佐藤理
上越地域学校教育支援センター　曽田耕一
多摩美術大学　教授　石田晴久

アニメーション・情報デザイン　佐藤皇太郎
プログラマー　川原英哉

小原清香、河内道宜、内田奈津子、玉田雅己、正藤真太郎、菅原香織
神長京子、橋場剛、横山裕孝、野中恵三、石田晶子、鈴木雅巳、
荒川昭、稲本直太小林潤一郎

柳沢富夫　事務局長　（株）アットマーク・ラーニング
伊藤潤子　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング
小川聡　　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング

佐藤理　　　　　　　胆振情報教育研究会
曽田耕一　　　　　　上越地域学校教育支援センター
野口廣　　　　　　（株）建築資料研究社

応募生徒総数
58

幅広く全国から生徒が集まる。
8都道府県から遠隔で参加して
くれた。
既にインターネット世代の子
供達には地域を越えた活動へ
の参加は困難なことではなく
なっているのだろう。Web
の申込フォームに記入してク
リックするだけでそれまでに
経験したことのない学習環境
に登録される、そんなスタイ
ルが既に受け入れられている
のだ。
コミュニケーションが深まる
につれて、生徒の移動距離も
広がったことだろう。見えな
い相手に対してのコミュニケ
ーションを課せられて初めて
遠隔での共同作業の難しさを
味わえたのではないだろうか。

応募コーチ総数
15

完全ボランティア参加という
条件でもあるにもかかわらず、
有志が集まってくれた。
学習コーチを仕事としている
者もいるが、まったく初めて
の経験で参加していただいた
方もいる。
主婦、SE、企業の経営者、教
師など様々な職業にわたって
いるのも独特な集団だ。
一途に、子供達への新たな学
習の場を提供したいが為に協
力していただいた。
彼らに対するインセンティブ
はから自身が築き上げたコミ
ュニティーと、学資のすばら
しい作品だろう。
様々な地域と地域の連携も蜘
蛛の巣状に起こり、その可能
性は今後も果てしなく大きく
なることだろう。
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BBCoach Project

次世代 ICT 学習環境の提案

2004 年 05 月 01 日～
2004 年 10 月 31 日
個人参加受付

2004 年 10 月 01 日～
2003 年 12 月 31 日
チームエントリー受付

2004 年 02 月 28 日
作品提出期限

2004 年 03 月 28 日
表彰式

Web サーバー
Xoops サーバー
コーチングサーバー
ストリーミングサーバー
コミュニケーションサーバー
ビデオカメラ
講座
（ビデオ編集、絵コンテ）

学生参加コンテスト

学習コーチの配置とマッチング

10才以上高校生までの生徒
大学生及び社会人 /コーチとして
いずれも個人参加後チーム形成

（株）野村総合研究所
〒 100-0005
東京都千代田区丸の内 1-6-5
TEL：03-5533-2111

石田晴久
（東大名誉教授、多摩美術大学教授）
茂木健一郎
（（株）ソニーコンピュータ
サイエンス研究所）
佐藤皇太郎
（Artless Art Studio）
田中章雄
（マクロメディア（株））

事務局
（株）アットマーク・ラーニング内

「遠隔地の景色や動物の動画データが
欲しいので、協力して欲しい！オリジ
ナルストーリーを映画にしたい！アニ
メーションを発表したい！オリジナル
キャラクターを動かしたい！地域の活
動を他の人に伝えたい！科学の実験デ
ータを動画で集めたい！社会に動画で
何かをうったえたい！ビデオ撮影がし
たい！友達が欲しい！」そんな子供達
の要望をかなえてる為に、企業、自治
体、教育現場、NPO等の地域の有志
の方々が共に協力できる場を創造しま
した。

BBCoach Project

インターネットの活用は既にコンピュータ教室の中だけではとどまらない勢いで子供達の目の
前にある生活のツールとして活用されています。小学生の時期からホームページを運営し、自
作キャラクターを公開し、評価受けている子供もいれば、中学生でも大手企業に負けないアク
セス数を誇るページを運営しているスーパーキッズもいます。

学校や家庭にもその環境は着実に整備され、インターネットを抜きにした生活は既に取り戻せ
ない状況でしょう。特に家庭の環境整備のスピードは目を見張るものがあり、学校の環境を凌
駕してしまっている場合も多く見られてきました。

グーテンベルク聖書が活版印刷という技術革新によって世界に普及し宗教革命の起点となった
ように、インターネット革命は情報発信という意味ではこれまでに人類が経験したことのない
ほどに安価で効率の良いツールを与えてくれました。一方で、情報受信の仕方については教育
の現場でも取り上げられてはいますが、情報発信ができること、発信の仕方を誤ると個人情報
の漏洩や、誹謗中傷などの対社会に対して悪影響を与えてしまうことに関する事は充分伝えき
れていないのではないでしょうか？また、社会との接点であるはずのツールが、仲間内だけの
コミュニケーションツールとしてしか活用されていない場合も容易に想像できます。メディア
をコミュニケーションツールとしてしっかりとコントロールして活用していくことをこれから
の子供達は学ばなければならないでしょう。

ブロードバンド環境を使いこなし、学生が作品を自由に創作、情報発信できる、Web共有型学
習環境が必要。与えられたコンテンツを個別に利用することではなく、コミュニケーションを
基本とした協同作業により新たなコンテンツを創造してく環境を整備する必要があるのではな
いか？

コミュニケーションを注進した、完全遠隔のブロードバンド学習環境でも学生は学習できるの
ではないだろうか。
そこに必要なメソッド（人的資源、システム）を確立する必要あり。

ブロードバンドコンンツをダウンロードするサービス開発から、コミュニティーに対して情報
をアップロードすることに意味を見い出すサービス開発へ。
（ダウンロード=利用料無料、アップロード=広告料有料）
ブロードバンドの利用者を増やす為のサイト運営指針として、各企業や現場の経験者からの協
力の元に叉は参加社が製作することによる動画マニュアル収集が必要。

遠隔地の友達と共同でコンテンツを作成。
いつでも、どこでも、誰でも、どんなツールでも使えるコンテンツにチャレンジ！

未来のWebクリエーターの登竜門であると同時に、
学校での新しい活動の展開や、

家族や地域の人たちとのコラボレーション活動
としても活用できる。

生徒

コミュニティサイト構築に便利なオープンソースプログラム「Xoops」を活用して
子供達が個人で参加登録。ニュース、BBS、リンク集や、各種イベントの告知を通
して、コミュニケーションを深めて行きます。自己紹介ホームページなどを活用し
て、自己 PR の過程を体験しました。
趣味趣向の合う仲間集めにチャレンジした時は、思うように相手の意見を聞き出せ
ずに苦労したこともあります。チーム結成後も、なかなか作業分担まで至らず、コ
ンテンツ作成が遅れてしまったこともありました。そして今、ようやくできあがっ
た作品を一般の人にも見てもらい、審査していただくという体験を得ることができ
ました。ノミネートされたこと自体が既にご褒美です。様々な人達の応援のもとに
できあがった私たちの作品をどうかたくさんの方々に見てもらいたい、活用しても
らいたいと思います。

学習コーチ

コーチ同士の自己紹介も充分できていない状況で、生徒達からスカウトされ、い
つの間にか同じチームで活躍することになったという経緯も多かったでしょう。
生徒達とのコミュニケーションを通じて、新たな出会いが生まれ、共同作業を通じ
て友となったコーチも少なからずいるはずです。
また、遠隔でのチーム作業でこれほどコミュニケーションが難しい事であるかを実
感できたというのも正直なところでしょう。
学習コーチングとはこれほどまでに深いものであるのかと愕然としたこともあった
と思います。
それぞれが貴重な体験で、この共同作業の場は学習コーチとしても、成長していけ
る新たな学習の場であったと、表彰式では感じているに違いありません。

審査員 /プロフェッショナル・アドバイザー

チームの作品がなかなか公表されずに、やきもきされた方も多かったと思います。
プロの立場から、子供達に何かを伝えたい、そんな気持ち自体がこのプロジェクト
へ期待されたことでしょう。

事務局

通常の仕事もこなしながら、新たな付加作業を年間を通じて行ってくれました。
学生とのコミュニケーション、コーチとのコミュニケーション、審査員やアドバ
イザーとのコミュニケーション。様々な人とのつながりをネットワークセンター
のように紡いでいく、そんな事務局でした。

分析データ

サン・マイクロシステムズ（株）
　エデュケーション・リサーチ営業統括部　秋元禮
リアルネットワークス（株）　副社長　久富弘文
マクロメディア（株）　取締役 CTO　田中章雄
キヤノン（株）　電子映像事業企画部　香川秀樹

（株）NTTドコモ　法人営業部　沢井崇史
（株）野村総合研究所　企画部事業企課　広瀬安彦
NRI ラーニングネットワーク（株）
　ナレッジ・イノベーション事業部　芦田剛
アップルコンピュータ（株）　法人営業　古田正剛
（株）ネットディメンション　代表取締役　林徹
日本メディア教育（株）　代表取締役社長　大塚意生

胆振情報教育研究会（室蘭）　佐藤理
上越地域学校教育支援センター　曽田耕一
多摩美術大学　教授　石田晴久

アニメーション・情報デザイン　佐藤皇太郎
プログラマー　川原英哉

小原清香、河内道宜、内田奈津子、玉田雅己、正藤真太郎、菅原香織
神長京子、橋場剛、横山裕孝、野中恵三、石田晶子、鈴木雅巳、
荒川昭、稲本直太小林潤一郎

柳沢富夫　事務局長　（株）アットマーク・ラーニング
伊藤潤子　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング
小川聡　　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング

佐藤理　　　　　　　胆振情報教育研究会
曽田耕一　　　　　　上越地域学校教育支援センター
野口廣　　　　　　（株）建築資料研究社

応募生徒総数
58

幅広く全国から生徒が集まる。
8都道府県から遠隔で参加して
くれた。
既にインターネット世代の子
供達には地域を越えた活動へ
の参加は困難なことではなく
なっているのだろう。Web
の申込フォームに記入してク
リックするだけでそれまでに
経験したことのない学習環境
に登録される、そんなスタイ
ルが既に受け入れられている
のだ。
コミュニケーションが深まる
につれて、生徒の移動距離も
広がったことだろう。見えな
い相手に対してのコミュニケ
ーションを課せられて初めて
遠隔での共同作業の難しさを
味わえたのではないだろうか。

応募コーチ総数
15

完全ボランティア参加という
条件でもあるにもかかわらず、
有志が集まってくれた。
学習コーチを仕事としている
者もいるが、まったく初めて
の経験で参加していただいた
方もいる。
主婦、SE、企業の経営者、教
師など様々な職業にわたって
いるのも独特な集団だ。
一途に、子供達への新たな学
習の場を提供したいが為に協
力していただいた。
彼らに対するインセンティブ
はから自身が築き上げたコミ
ュニティーと、学資のすばら
しい作品だろう。
様々な地域と地域の連携も蜘
蛛の巣状に起こり、その可能
性は今後も果てしなく大きく
なることだろう。



http://bbcoach.edu-japan.net/

遠隔地にいる学生達とのコラボレーション学習に
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世界をリードするブロードバンド時代の
学習環境ファシリテートプロジェクト

北海道の小学生と鹿児島の中学生と東京の高校生がチームを作って
ブロードバンドコンテンツを作成するプロジェクト
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BBCoach Project

次世代 ICT 学習環境の提案

2004 年 05 月 01 日～
2004 年 10 月 31 日
個人参加受付

2004 年 10 月 01 日～
2003 年 12 月 31 日
チームエントリー受付

2004 年 02 月 28 日
作品提出期限

2004 年 03 月 28 日
表彰式

Web サーバー
Xoops サーバー
コーチングサーバー
ストリーミングサーバー
コミュニケーションサーバー
ビデオカメラ
講座
（ビデオ編集、絵コンテ）

学生参加コンテスト

学習コーチの配置とマッチング

10才以上高校生までの生徒
大学生及び社会人 /コーチとして
いずれも個人参加後チーム形成

（株）野村総合研究所
〒 100-0005
東京都千代田区丸の内 1-6-5
TEL：03-5533-2111

石田晴久
（東大名誉教授、多摩美術大学教授）
茂木健一郎
（（株）ソニーコンピュータ
サイエンス研究所）
佐藤皇太郎
（Artless Art Studio）
田中章雄
（マクロメディア（株））

事務局
（株）アットマーク・ラーニング内

「遠隔地の景色や動物の動画データが
欲しいので、協力して欲しい！オリジ
ナルストーリーを映画にしたい！アニ
メーションを発表したい！オリジナル
キャラクターを動かしたい！地域の活
動を他の人に伝えたい！科学の実験デ
ータを動画で集めたい！社会に動画で
何かをうったえたい！ビデオ撮影がし
たい！友達が欲しい！」そんな子供達
の要望をかなえてる為に、企業、自治
体、教育現場、NPO等の地域の有志
の方々が共に協力できる場を創造しま
した。

BBCoach Project

インターネットの活用は既にコンピュータ教室の中だけではとどまらない勢いで子供達の目の
前にある生活のツールとして活用されています。小学生の時期からホームページを運営し、自
作キャラクターを公開し、評価受けている子供もいれば、中学生でも大手企業に負けないアク
セス数を誇るページを運営しているスーパーキッズもいます。

学校や家庭にもその環境は着実に整備され、インターネットを抜きにした生活は既に取り戻せ
ない状況でしょう。特に家庭の環境整備のスピードは目を見張るものがあり、学校の環境を凌
駕してしまっている場合も多く見られてきました。

グーテンベルク聖書が活版印刷という技術革新によって世界に普及し宗教革命の起点となった
ように、インターネット革命は情報発信という意味ではこれまでに人類が経験したことのない
ほどに安価で効率の良いツールを与えてくれました。一方で、情報受信の仕方については教育
の現場でも取り上げられてはいますが、情報発信ができること、発信の仕方を誤ると個人情報
の漏洩や、誹謗中傷などの対社会に対して悪影響を与えてしまうことに関する事は充分伝えき
れていないのではないでしょうか？また、社会との接点であるはずのツールが、仲間内だけの
コミュニケーションツールとしてしか活用されていない場合も容易に想像できます。メディア
をコミュニケーションツールとしてしっかりとコントロールして活用していくことをこれから
の子供達は学ばなければならないでしょう。

ブロードバンド環境を使いこなし、学生が作品を自由に創作、情報発信できる、Web共有型学
習環境が必要。与えられたコンテンツを個別に利用することではなく、コミュニケーションを
基本とした協同作業により新たなコンテンツを創造してく環境を整備する必要があるのではな
いか？

コミュニケーションを注進した、完全遠隔のブロードバンド学習環境でも学生は学習できるの
ではないだろうか。
そこに必要なメソッド（人的資源、システム）を確立する必要あり。

ブロードバンドコンンツをダウンロードするサービス開発から、コミュニティーに対して情報
をアップロードすることに意味を見い出すサービス開発へ。
（ダウンロード=利用料無料、アップロード=広告料有料）
ブロードバンドの利用者を増やす為のサイト運営指針として、各企業や現場の経験者からの協
力の元に叉は参加社が製作することによる動画マニュアル収集が必要。

遠隔地の友達と共同でコンテンツを作成。
いつでも、どこでも、誰でも、どんなツールでも使えるコンテンツにチャレンジ！

未来のWebクリエーターの登竜門であると同時に、
学校での新しい活動の展開や、

家族や地域の人たちとのコラボレーション活動
としても活用できる。

生徒

コミュニティサイト構築に便利なオープンソースプログラム「Xoops」を活用して
子供達が個人で参加登録。ニュース、BBS、リンク集や、各種イベントの告知を通
して、コミュニケーションを深めて行きます。自己紹介ホームページなどを活用し
て、自己 PR の過程を体験しました。
趣味趣向の合う仲間集めにチャレンジした時は、思うように相手の意見を聞き出せ
ずに苦労したこともあります。チーム結成後も、なかなか作業分担まで至らず、コ
ンテンツ作成が遅れてしまったこともありました。そして今、ようやくできあがっ
た作品を一般の人にも見てもらい、審査していただくという体験を得ることができ
ました。ノミネートされたこと自体が既にご褒美です。様々な人達の応援のもとに
できあがった私たちの作品をどうかたくさんの方々に見てもらいたい、活用しても
らいたいと思います。

学習コーチ

コーチ同士の自己紹介も充分できていない状況で、生徒達からスカウトされ、い
つの間にか同じチームで活躍することになったという経緯も多かったでしょう。
生徒達とのコミュニケーションを通じて、新たな出会いが生まれ、共同作業を通じ
て友となったコーチも少なからずいるはずです。
また、遠隔でのチーム作業でこれほどコミュニケーションが難しい事であるかを実
感できたというのも正直なところでしょう。
学習コーチングとはこれほどまでに深いものであるのかと愕然としたこともあった
と思います。
それぞれが貴重な体験で、この共同作業の場は学習コーチとしても、成長していけ
る新たな学習の場であったと、表彰式では感じているに違いありません。

審査員 /プロフェッショナル・アドバイザー

チームの作品がなかなか公表されずに、やきもきされた方も多かったと思います。
プロの立場から、子供達に何かを伝えたい、そんな気持ち自体がこのプロジェクト
へ期待されたことでしょう。

事務局

通常の仕事もこなしながら、新たな付加作業を年間を通じて行ってくれました。
学生とのコミュニケーション、コーチとのコミュニケーション、審査員やアドバ
イザーとのコミュニケーション。様々な人とのつながりをネットワークセンター
のように紡いでいく、そんな事務局でした。

分析データ

サン・マイクロシステムズ（株）
　エデュケーション・リサーチ営業統括部　秋元禮
リアルネットワークス（株）　副社長　久富弘文
マクロメディア（株）　取締役 CTO　田中章雄
キヤノン（株）　電子映像事業企画部　香川秀樹

（株）NTTドコモ　法人営業部　沢井崇史
（株）野村総合研究所　企画部事業企課　広瀬安彦
NRI ラーニングネットワーク（株）
　ナレッジ・イノベーション事業部　芦田剛
アップルコンピュータ（株）　法人営業　古田正剛
（株）ネットディメンション　代表取締役　林徹
日本メディア教育（株）　代表取締役社長　大塚意生

胆振情報教育研究会（室蘭）　佐藤理
上越地域学校教育支援センター　曽田耕一
多摩美術大学　教授　石田晴久

アニメーション・情報デザイン　佐藤皇太郎
プログラマー　川原英哉

小原清香、河内道宜、内田奈津子、玉田雅己、正藤真太郎、菅原香織
神長京子、橋場剛、横山裕孝、野中恵三、石田晶子、鈴木雅巳、
荒川昭、稲本直太小林潤一郎

柳沢富夫　事務局長　（株）アットマーク・ラーニング
伊藤潤子　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング
小川聡　　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング

佐藤理　　　　　　　胆振情報教育研究会
曽田耕一　　　　　　上越地域学校教育支援センター
野口廣　　　　　　（株）建築資料研究社

応募生徒総数
58

幅広く全国から生徒が集まる。
8都道府県から遠隔で参加して
くれた。
既にインターネット世代の子
供達には地域を越えた活動へ
の参加は困難なことではなく
なっているのだろう。Web
の申込フォームに記入してク
リックするだけでそれまでに
経験したことのない学習環境
に登録される、そんなスタイ
ルが既に受け入れられている
のだ。
コミュニケーションが深まる
につれて、生徒の移動距離も
広がったことだろう。見えな
い相手に対してのコミュニケ
ーションを課せられて初めて
遠隔での共同作業の難しさを
味わえたのではないだろうか。

応募コーチ総数
15

完全ボランティア参加という
条件でもあるにもかかわらず、
有志が集まってくれた。
学習コーチを仕事としている
者もいるが、まったく初めて
の経験で参加していただいた
方もいる。
主婦、SE、企業の経営者、教
師など様々な職業にわたって
いるのも独特な集団だ。
一途に、子供達への新たな学
習の場を提供したいが為に協
力していただいた。
彼らに対するインセンティブ
はから自身が築き上げたコミ
ュニティーと、学資のすばら
しい作品だろう。
様々な地域と地域の連携も蜘
蛛の巣状に起こり、その可能
性は今後も果てしなく大きく
なることだろう。
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ビデオカメラ
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（ビデオ編集、絵コンテ）
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学習コーチの配置とマッチング
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大学生及び社会人 /コーチとして
いずれも個人参加後チーム形成

（株）野村総合研究所
〒 100-0005
東京都千代田区丸の内 1-6-5
TEL：03-5533-2111

石田晴久
（東大名誉教授、多摩美術大学教授）
茂木健一郎
（（株）ソニーコンピュータ
サイエンス研究所）
佐藤皇太郎
（Artless Art Studio）
田中章雄
（マクロメディア（株））

事務局
（株）アットマーク・ラーニング内

「遠隔地の景色や動物の動画データが
欲しいので、協力して欲しい！オリジ
ナルストーリーを映画にしたい！アニ
メーションを発表したい！オリジナル
キャラクターを動かしたい！地域の活
動を他の人に伝えたい！科学の実験デ
ータを動画で集めたい！社会に動画で
何かをうったえたい！ビデオ撮影がし
たい！友達が欲しい！」そんな子供達
の要望をかなえてる為に、企業、自治
体、教育現場、NPO等の地域の有志
の方々が共に協力できる場を創造しま
した。

BBCoach Project

インターネットの活用は既にコンピュータ教室の中だけではとどまらない勢いで子供達の目の
前にある生活のツールとして活用されています。小学生の時期からホームページを運営し、自
作キャラクターを公開し、評価受けている子供もいれば、中学生でも大手企業に負けないアク
セス数を誇るページを運営しているスーパーキッズもいます。

学校や家庭にもその環境は着実に整備され、インターネットを抜きにした生活は既に取り戻せ
ない状況でしょう。特に家庭の環境整備のスピードは目を見張るものがあり、学校の環境を凌
駕してしまっている場合も多く見られてきました。

グーテンベルク聖書が活版印刷という技術革新によって世界に普及し宗教革命の起点となった
ように、インターネット革命は情報発信という意味ではこれまでに人類が経験したことのない
ほどに安価で効率の良いツールを与えてくれました。一方で、情報受信の仕方については教育
の現場でも取り上げられてはいますが、情報発信ができること、発信の仕方を誤ると個人情報
の漏洩や、誹謗中傷などの対社会に対して悪影響を与えてしまうことに関する事は充分伝えき
れていないのではないでしょうか？また、社会との接点であるはずのツールが、仲間内だけの
コミュニケーションツールとしてしか活用されていない場合も容易に想像できます。メディア
をコミュニケーションツールとしてしっかりとコントロールして活用していくことをこれから
の子供達は学ばなければならないでしょう。

ブロードバンド環境を使いこなし、学生が作品を自由に創作、情報発信できる、Web共有型学
習環境が必要。与えられたコンテンツを個別に利用することではなく、コミュニケーションを
基本とした協同作業により新たなコンテンツを創造してく環境を整備する必要があるのではな
いか？

コミュニケーションを注進した、完全遠隔のブロードバンド学習環境でも学生は学習できるの
ではないだろうか。
そこに必要なメソッド（人的資源、システム）を確立する必要あり。

ブロードバンドコンンツをダウンロードするサービス開発から、コミュニティーに対して情報
をアップロードすることに意味を見い出すサービス開発へ。
（ダウンロード=利用料無料、アップロード=広告料有料）
ブロードバンドの利用者を増やす為のサイト運営指針として、各企業や現場の経験者からの協
力の元に叉は参加社が製作することによる動画マニュアル収集が必要。

遠隔地の友達と共同でコンテンツを作成。
いつでも、どこでも、誰でも、どんなツールでも使えるコンテンツにチャレンジ！

未来のWebクリエーターの登竜門であると同時に、
学校での新しい活動の展開や、

家族や地域の人たちとのコラボレーション活動
としても活用できる。

生徒

コミュニティサイト構築に便利なオープンソースプログラム「Xoops」を活用して
子供達が個人で参加登録。ニュース、BBS、リンク集や、各種イベントの告知を通
して、コミュニケーションを深めて行きます。自己紹介ホームページなどを活用し
て、自己 PR の過程を体験しました。
趣味趣向の合う仲間集めにチャレンジした時は、思うように相手の意見を聞き出せ
ずに苦労したこともあります。チーム結成後も、なかなか作業分担まで至らず、コ
ンテンツ作成が遅れてしまったこともありました。そして今、ようやくできあがっ
た作品を一般の人にも見てもらい、審査していただくという体験を得ることができ
ました。ノミネートされたこと自体が既にご褒美です。様々な人達の応援のもとに
できあがった私たちの作品をどうかたくさんの方々に見てもらいたい、活用しても
らいたいと思います。

学習コーチ

コーチ同士の自己紹介も充分できていない状況で、生徒達からスカウトされ、い
つの間にか同じチームで活躍することになったという経緯も多かったでしょう。
生徒達とのコミュニケーションを通じて、新たな出会いが生まれ、共同作業を通じ
て友となったコーチも少なからずいるはずです。
また、遠隔でのチーム作業でこれほどコミュニケーションが難しい事であるかを実
感できたというのも正直なところでしょう。
学習コーチングとはこれほどまでに深いものであるのかと愕然としたこともあった
と思います。
それぞれが貴重な体験で、この共同作業の場は学習コーチとしても、成長していけ
る新たな学習の場であったと、表彰式では感じているに違いありません。

審査員 /プロフェッショナル・アドバイザー

チームの作品がなかなか公表されずに、やきもきされた方も多かったと思います。
プロの立場から、子供達に何かを伝えたい、そんな気持ち自体がこのプロジェクト
へ期待されたことでしょう。

事務局

通常の仕事もこなしながら、新たな付加作業を年間を通じて行ってくれました。
学生とのコミュニケーション、コーチとのコミュニケーション、審査員やアドバ
イザーとのコミュニケーション。様々な人とのつながりをネットワークセンター
のように紡いでいく、そんな事務局でした。

分析データ

サン・マイクロシステムズ（株）
　エデュケーション・リサーチ営業統括部　秋元禮
リアルネットワークス（株）　副社長　久富弘文
マクロメディア（株）　取締役CTO　田中章雄
キヤノン（株）　電子映像事業企画部　香川秀樹

（株）NTTドコモ　法人営業部　沢井崇史
（株）野村総合研究所　企画部事業企課　広瀬安彦
NRI ラーニングネットワーク（株）
　ナレッジ・イノベーション事業部　芦田剛
アップルコンピュータ（株）　法人営業　古田正剛
（株）ネットディメンション　代表取締役　林徹
日本メディア教育（株）　代表取締役社長　大塚意生

胆振情報教育研究会（室蘭）　佐藤理
上越地域学校教育支援センター　曽田耕一
多摩美術大学　教授　石田晴久

アニメーション・情報デザイン　佐藤皇太郎
プログラマー　川原英哉

小原清香、河内道宜、内田奈津子、玉田雅己、正藤真太郎、菅原香織
神長京子、橋場剛、横山裕孝、野中恵三、石田晶子、鈴木雅巳、
荒川昭、稲本直太小林潤一郎

柳沢富夫　事務局長　（株）アットマーク・ラーニング
伊藤潤子　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング
小川聡　　　　　　　（株）アットマーク・ラーニング

佐藤理　　　　　　　胆振情報教育研究会
曽田耕一　　　　　　上越地域学校教育支援センター
野口廣　　　　　　（株）建築資料研究社

応募生徒総数
58

幅広く全国から生徒が集まる。
8都道府県から遠隔で参加して
くれた。
既にインターネット世代の子
供達には地域を越えた活動へ
の参加は困難なことではなく
なっているのだろう。Web
の申込フォームに記入してク
リックするだけでそれまでに
経験したことのない学習環境
に登録される、そんなスタイ
ルが既に受け入れられている
のだ。
コミュニケーションが深まる
につれて、生徒の移動距離も
広がったことだろう。見えな
い相手に対してのコミュニケ
ーションを課せられて初めて
遠隔での共同作業の難しさを
味わえたのではないだろうか。

応募コーチ総数
15

完全ボランティア参加という
条件でもあるにもかかわらず、
有志が集まってくれた。
学習コーチを仕事としている
者もいるが、まったく初めて
の経験で参加していただいた
方もいる。
主婦、SE、企業の経営者、教
師など様々な職業にわたって
いるのも独特な集団だ。
一途に、子供達への新たな学
習の場を提供したいが為に協
力していただいた。
彼らに対するインセンティブ
はから自身が築き上げたコミ
ュニティーと、学資のすばら
しい作品だろう。
様々な地域と地域の連携も蜘
蛛の巣状に起こり、その可能
性は今後も果てしなく大きく
なることだろう。


